
登山者位置検知システムの実証試験のイメージ図及び主な試験項目

①遭難者が、自ら手動で遭
難信号と位置情報を発信
し、捜索者は短文メッ
セージで返信
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③登山者端末により遭難信号と
位置情報を中継し、山荘等
の不感地帯を補完
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 主な試験項目

① 登山道で遭難した場合を想定

遭難者のボタン操作で山荘等（立山室堂山荘、一の越山荘、大汝休憩所）に待機する捜索者へ救助を要請し、その位置を捜索者用の端末の
地図上に表示させるとともに、 救助要請を受けたことを捜索者から遭難者へ短文メッセージで返信。

② 遭難者が負傷等で操作できない場合を想定

山荘等に待機する捜索者からの遠隔操作により、遭難者の端末から強制的に位置情報を取得。

③ 捜索者の待機する山荘等から電波の届かない場所に遭難者がいる場合を想定

他の登山者の端末で電波を中継して、遭難者の位置を捜索者用の端末の地図上に表示。

②遭難者が操作できない場合、
捜索者からの送信要求コマ
ンドを送信し、登山者端末
を起動

別紙

・短文メッセージ（返信）

・送信要求コマンド


